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HSP70との相互作用に影響が無かった。細胞ストレス
感受性は、HSP70、およびHSP40のトランスフェクタ
ントで低下を示し、特に抗IgM刺激による細胞ストレ
スに対し耐性化傾向を認めた。
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定量免疫電顕法によるマウス小腸リゾチーム産
生細胞の分泌穎粒内抗原量の比較について
（組織・神経解剖学）
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　定量免疫電顕法では、金コロイド標識プローブを用
いて目的物質の局在を明らかにするとともに、その標
識率から抗原量を定量的に解析することができる。す
なわち、単一細胞レベル、あるいは分泌穎粒1個単位
に含まれる抗原量を相対的に数値化することは、個々
の細胞の特徴や活性を比較する際に客観的な指標と
なる。今回は本手法を用いて、小腸陰窩底部に存在す
る3種類のリゾチーム産生細胞の同種細胞間や細胞
種間における分泌穎粒内抗原量の差、および抗原量と
分泌穎粒の形状との相関【生について解析した。
　その結果、マウス小腸陰窩底部には、リゾチーム産
生細胞としてPaneth細胞、中間細胞、　granule　goblet
cell（以下、直直杯細胞と記す）が識別された。これら
細胞の分泌穎粒は有賦性であり、リゾチームはその芯
部分に限局する。これら3種類の細胞では、分泌穎粒
面積に占める芯部分の面積比が大きいほど金コロイ
ド標識率も高くなっており、標識率と芯部分の大きさ
には強い相関関係があった。つまり、芯部分の面積比
が小さいほど抗原密度も低くなっていることを示し
ていた。細胞種問の金コロイド標識率は、Paneth細胞
がもっとも高く、中間細胞はその1／2～1／3程度で
あった。穎粒杯細胞は中間細胞から分化・移行すると
されているが、芯部分の大きさが徐々に矯小化してゆ
くとともに金コロイド標識率が減少し、Paneth細胞の
1／10程度になっていた。これらの傾向は、小腸各部位
および加齢マウスにおいても同様であった。
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白色脂肪細胞における容積感受性クロライド
チャネルの機能的発現と容積調節への関与
（細胞生理学）
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　細胞容積調節は動物細胞の生存にとって重要な基
本的機能の一つである。細胞は浸透圧不均衡な環境に
おかれて膨張あるいは収縮したとしても、元の容積に
戻る機構を備えている。容積感受性クロライドチャネ
ル（VSORチャネル）は様々な動物細胞において細胞
膨張によって活性化され、容積調節機構を担うチャネ
ルとして報告されている。しかしながら脂肪細胞にお
けるその発現や機能については全くわかっていない。
本研究では、白色脂肪細胞においてVSORチャネルが
発現しているかどうかを明らかにし、容積調節への関
与について検討した。
　マウス副精巣周囲脂肪組織よりコラゲナーゼ処理
によって単離した白色脂肪細胞に、ホールセルボル
テージクランプを行い電流を測定した。白色脂肪細胞
を低浸透圧負荷により膨張させるとクロライド電流
が活性化された。このクロライド電流は外向き整流性
であり、強い脱分極電位で不活性化を示し、NPPBや
グリベンクラミドによって抑制された。これらの電気
生理学的・薬理学的性質は、これまで他の細胞で報告
されているVSORチャネルの性質と一致するもので
あったことから、白色脂肪細胞にVSORチャネルが発
現していることが明らかとなった。次にこのチャネル
の白色脂肪細胞の容積調節への関与を検討するため
に、低浸透圧条件下で白色脂肪細胞の容積変化を観察
した。低浸透圧刺激により脂肪細胞は一過性に膨張す
るが、その後文の容積に戻ること、すなわち容積調節
をすることがわかった。そしてこの容積調節がNPPB
やグリベンクラミドによって抑制されたことから、白
色脂肪細胞においてもVSORチャネルが容積調節に
関与していることが示唆された。
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